
令 和 ４ 年 第 ２ 回 定 例 会 （ １ ２ 月 議 会 ）
産 業 観 光 委 員 会 ・ 分 科 会
補 正 予 算 関 連 提 出 資 料

令和４年１２月２日
観光文化スポーツ部

【 補 正 予 算 関 連 】

観 光 戦 略 課 宿 泊 施 設 等 生 産 性 向 上 支 援 事 業 に つ い て 1

交 通 政 策 課 フ ェ リ ー 航 路 活 性 化 ・ モ ー ダ ル シ フ ト 推 進 事 業
に つ い て 4

地 域 公 共 交 通 燃 料 高 騰 等 対 策 事 業 に つ い て 5

文 化 振 興 課 劇 団 公 演 を 活 用 し た 交 流 人 口 拡 大 促 進 事 業 に つ
い て 6

秋 田 県 総 合 生 活 文 化 会 館 （ ア ト リ オ ン ） リ ニ ュ
ー ア ル 事 業 （ 荷 物 用 エ レ ベ ー タ ー の 改 修 工 事 ）
の 債 務 負 担 行 為 の 設 定 に つ い て 7

スポーツ振興課 新 県 立 体 育 館 整 備 事 業 に つ い て 8





自動チェックイン機の導入

宿泊施設等生産性向上支援事業について

観光戦略課

１ 目 的
宿泊事業者による経営の効率化やアフターコロナを見据えた新たな需要への対応、観光事業者が行う省エネル

ギー化の取組を支援し、宿泊施設等の生産性の向上を図る。

２ 概 要
（１）宿泊施設生産性向上支援事業 １９４，１２１千円

① 宿泊施設生産性向上支援事業費補助金 １９０，３６９千円
宿泊事業者が行う経営効率化に向けたシステムの導入や付加価値の高い宿泊

サービスを提供するための施設整備等に必要な経費を助成する。
・対 象 事 業：ア デジタル技術の活用による経営効率化等に向けたシステ

ム導入
イ 冬季誘客の促進等に向けた付加価値の高い宿泊サービス

の提供のための施設整備
・補 助 率：２／３
・補助上限額：ア ４００万円

イ １,０００万円
・補 助 要 件：外部コンサルタントの導入

数値目標の設定

グランピング施設の設置
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② 宿泊施設生産性向上セミナーの開催 ３，７５２千円
県内宿泊施設の生産性の向上に向け、宿泊事業者等を対象としたセミナーを開催する。
・対 象 者：宿泊事業者、観光関連企業・団体、市町村の担当者 等
・時 期：令和５年２月及び６月（予定）
・場 所：県内３か所（県北・県央・県南）
・内 容：県内の先進事例の紹介、専門家による事例解説 等
・委 託 先：(一社)秋田県観光連盟（予定）

（２）観光事業者燃料高騰等対策支援事業 １００，４２２千円
観光事業者が行う燃料高騰等に対応した施設整備等に必要な経費を助成する。

・対 象 経 費：高断熱化のための施設改修や高効率ヒートポンプの設置、環境
対応車用充電設備の設置など、省エネルギー化に資する施設整
備及び設備導入

・補 助 対 象：観光事業者（宿泊施設、観光施設等）
・補 助 率：２／３
・補助上限額：２，０００千円

太陽光発電パネルの設置

施設照明の LED 化
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３ 予算額 ２９４，５４３千円
（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）

（１）宿泊施設生産性向上支援事業 １９４，１２１千円
内 訳 ・旅 費 １６０千円

・需用費 ６０千円
・役務費 １６千円
・委託料 ３，７５２千円
・使用料及び賃借料 １３３千円
・負担金補助及び交付金 １９０，０００千円

委託料の内訳
・セミナー開催経費 ２，１３４千円
・業務管理費 ８３４千円
・その他経費 ７８４千円

（２）観光事業者燃料高騰等対策支援事業 １００，４２２千円
内 訳 ・旅 費 ２３５千円

・需用費 ９６千円
・役務費 ３２千円
・使用料及び賃借料 ５９千円
・負担金補助及び交付金 １００，０００千円
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フェリー航路活性化・モーダルシフト推進事業について

交通政策課
１　目　的
　　燃料価格の高止まりに対応し、運送事業者等の輸送コストの低減を図る
　とともに、環境負荷の小さいフェリーを活用したモーダルシフトを促進す
　るため、トレーラーシャーシの購入費用とフェリー貨物運賃の一部を助成
　する。

２　概　要
（１）トレーラーシャーシ導入促進事業　　　　　　　　４０，０００千円 

貨物の無人航送に必要なトレーラーシャーシの購入費用の一部を助成
　　する。
　　　・補助対象：県内に事業所を有する運送事業者等
　　　・補助要件：主に秋田港発着のフェリー貨物輸送に使用すること

　　　・補 助 率：１／２
　　　・限 度 額：１台当たり４００万円
　　　・事業期間：令和４年１２月～令和６年２月（予定）

（２）新規需要開拓・効果検証事業　　　　　　　　　　　３，０００千円
　　　秋田港から新たな貨物を輸送する事業者に対し、フェリー貨物運賃の
　　一部を助成する。
　　　・補助対象：運送事業者、荷主
　　　・補助要件：秋田港から新規の貨物をフェリー輸送すること

　　　　　　　　　他の輸送手段から変更し秋田港からフェリー輸送するこ
                  と
　　　・補 助 率：１／２
　　　・限 度 額：車両等１台当たり３万円（１事業者当たり３０万円）
　　　・事業期間：令和４年１２月～令和６年２月（予定）

３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３，０００千円
（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（負担金補助及び交付金）

フェリーへのシャーシ積込

秋田港を発着するフェリー
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地域公共交通燃料高騰等対策事業について

（地域公共交通等新型コロナ対策事業）
交通政策課

１　目　的
コロナ禍に加え、燃料価格高騰の顕著な影響を受けているバス、タクシー及び第三セクター鉄道に対し、省エネルギー

　対策や利便性向上に向けた取組を支援することにより、交通ネットワークの維持と利用促進を図る。

２　概　要
（１）乗合バスキャッシュレス化推進事業費補助金　　　　　７０，０００千円

乗合バスへの交通系ＩＣカード導入経費の一部を助成する。 
　　　・補助対象：秋北バス(株)、羽後交通(株) 
　　　・対象経費：一部路線の運行バスに係る機器購入、ネットワーク整備、
　　　　　　　　　システム使用料 
　　　・補 助 率：国１／３、県１／３（国の補助は直接事業者に交付）
      ・事業期間：令和４年１２月～令和６年２月（予定）

・開始時期：令和６年３月（予定）

（２）次世代タクシー導入促進事業費補助金 　　 　　　　　４０，０００千円 
環境性能が高く、高齢者や障害者にも利用しやすいユニバーサルデザイン

　　タクシー等の導入経費の一部を助成する。
　　　・補助対象：タクシー事業者
　　　・補 助 率：２／３（１台当たり上限２，０００千円）
　　　・事業期間：令和４年１２月～令和６年２月（予定）

（３）三セク鉄道省エネ化改修事業費補助金　　　　　　　５１８，５５５千円
列車運行時の省エネ化に資する路盤改良等に要する経費を助成する。　　　

　　　・限 度 額：秋田内陸縦貫鉄道(株)　　２６４，４１５千円　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　由利高原鉄道(株)　　　　２５４，１４０千円
　　　・事業期間：令和４年１２月～令和６年２月（予定）　　　　　　　　　　　　　

３　予算額　　　　　         　                     　６２８，５５５千円
（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）

　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　（負担金補助及び交付金）

　 秋北バス ＩＣカード

　導入車両の例

　 　　路盤改良箇所の現況
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劇団公演を活用した交流人口拡大促進事業について
（広域集客型劇場コンテンツ造成事業）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化振興課

１　目　的
あきた芸術劇場等を活用してインバウンドや県内外からの誘客を図るため、国内屈指の劇団のノウハウを生かし、東

　北の伝統芸能や祭りをテーマとしたオリジナルコンテンツを造成する。

２　概　要
　　本事業は、企業版ふるさと納税を財源に実施しているが、今年度の寄付金が当初の見込みを大幅に上回ることから、
　既に実施中の脚本制作、音楽・振付制作等に加え、翌年度実施予定だった舞台大道具等の制作、稽古、公演に係るプロ
　モーション等の一部を今年度に前倒しして実施する。

　　　・委 託 先：劇団わらび座（予定）

　　【オリジナルコンテンツの概要】
　　　年齢・国籍等問わず楽しめるノンヴァーバル（非言語型)のパフォーマンスステージ
　　　・上演時間：９０分程度
　　　・公演会場：あきた芸術劇場「ミルハス」中ホール

　　【今後のスケジュール】
    　令和４年５月～　脚本制作、音楽・振付制作
    　令和５年１月～　舞台大道具等の制作、稽古、公演に係るプロモーションの実施　（下線が補正予算分）

    　令和５年８月　　公演

３　予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　２３,１００千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　（企業版ふるさと納税）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　（委託料）

　　　　　　　　　※当初計上額 ２７，５００千円　補正額 ２３，１００千円　補正後 ５０，６００千円

あきた芸術劇場ミルハス
（中ホール）

　　・文芸費、舞台費　　　　　１０，６７３千円
　　・稽古料、会場費　　　　　１１，２２０千円　
　　・制作管理費、事務費　　　　１，２０７千円　

委託料の内訳
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１　目　的
　　秋田県総合生活文化会館（アトリオン）の荷物用エレベーターの改修について、工期が約８ヶ月にわたる当該工事を速
　やかに行うためには、年度内に契約手続き等を進める必要があることから、債務負担行為限度額を設定する。

２　概　要
・アトリオンの荷物用エレベーターは設置から３０年以上が経過しており、更新時期を迎えた制御部分等についての改

　　　修工事を行う。
　　・エレベーターの改修に要する部品の一部が令和５年末に供給停止となる見込みであり、それ以前に改修工事を行う必
　　　要があるが、今年１２月から来年６月まで、音楽ホールの天井耐震化改修工事を行うこととしており、ホール利用に　　　
　　　支障が生じる期間が最小限となるよう、エレベーター改修工事の工期を設定する。

　　（改修工事スケジュール）

３　債務負担行為の概要
　　・限 度 額：２１，９２９千円
　　　　　　　　（改修費用総額３６，３００千円　県２１，９２９千円、秋田市１４，３７１千円）　　
　　・設定期間：令和５年度

秋田県総合生活文化会館（アトリオン）リニューアル事業（荷物用エレベーターの改修工事）
の債務負担行為の設定について

文化振興課

令和４年１２月 令和５年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

荷物用エレベーター
改修工事

音楽ホール天井耐震
化改修工事

契約・設計 製作 搬入・工事

工事（令和４年１２月 令和５年６月）※音楽ホール閉鎖
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新県立体育館整備事業について【新規】

スポーツ振興課

１ 目 的

昭和４３年に開館した県立体育館は、築５４年が経過し老朽化が進んでいることから、スポーツ科学センターの機能を統合

した新県立体育館を整備するため、有識者等による基本計画検討委員会を立ち上げ、求められる規模・機能等の検討を行う。

また、契約手続き等を今年度内に進める必要がある業務委託について、債務負担行為限度額を設定する。

２ 概 要

（１）基本計画検討委員会の開催 １，２１９千円

求められる規模・機能等の検討を行うため、有識者等で

構成される検討委員会を開催する。

・検討委員：学識経験者、競技団体、中体連・高体連、

商工団体等 １４名以内

・開催日程：令和４年度２回、５年度６回 計８回程度
(５年度の開催経費は当初予算に計上予定)

（２）基本計画策定支援業務委託 １６，５００千円

基本計画の策定に当たり、コンサルタントから専門的、

技術的な支援を受ける。

・内容：規模・機能等の検討、概算事業費の算定 等

（３）ＰＦＩ導入可能性調査業務委託 １５，０００千円

ＰＦＩ等の整備運営手法の調査・検討に当たり、コンサ

ルタントから専門的、技術的な支援を受ける。

・内容：整備運営手法の検討、ＶＦＭ（※）の算定 等
※ Value For Moneyの略で、ＰＦＩの導入によるコスト削減率

３ 予算額 １，２１９千円

（１）基本計画検討委員会の開催

内 訳 ・報償費 ２００千円

・旅 費 ３９４千円

・需用費 ４０５千円

・役務費 １２０千円

・使用料及び賃借料 １００千円

（２）基本計画策定支援業務委託（債務負担行為）

・限 度 額：１６，５００千円

・設定期間：令和５年度

（３）ＰＦＩ導入可能性調査業務委託（債務負担行為）

・限 度 額：１５，０００千円

・設定期間：令和５年度
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